
 

  

２０２６.１０.１ 

秋の読書週間がやってきました！今年のテーマは『見た目は静かに読書中、けれど心は冒険の真っ只

中。』です。一冊の本が未知の世界へ引き込んで、気づけばあなたもすっかり物語の住人に。さあ、今

度はどの本で、どこへ冒険に行きますか？ 
新着作品のご案内 

『犯罪前夜』 

吉川英梨 
『セルフスターター』 

有薗光代 

『外の世界の 

話を聞かせて』 

江國香織 

『おしら鬼秘譚』 

黒木あるじ 

『六月の満月』 

一雫ライオン 
『あの冬の流星』 

朝倉宏景 

『眠れぬおまえ 

に遠くの夜を』 

桐野夏生 

『キックス』 

天沢時生 

『森島章子は 

人を撮らない』 

秋永真琴 

東野圭吾  

ガリレオシリーズ 最新長編！ 

『永遠の記憶』 

『人新世の「黙示録」』 

斎藤幸平 
『夏帆』 

村上春樹 

『深淵のカナリア』 

寺嶌曜 

カラー版はコチラ→ 

内海薫が刺され、犯人
の 70 代老人は自殺未
遂の末に黙秘。内海を
恨む若い娘が浮上する
も老人との関係は不明
で、真の復讐はこれか
らだった。彼女が迫っ
た「究極の選択」と
は。一方、湯川と草薙
は老人の所持品を手が
かりに真相に迫る。 

『流星と桜』 

青谷真未 

『血は争えない』 

深町秋生 

『最果てキッチン』 

高山環 

『食堂巡礼』 

小川糸 

『金波銀波』 

澤田瞳子 

『ゾンビ回収婦』 

小砂川チト 

第 175回芥川賞受賞 第 175回直木賞受賞 

『けんぐゎい』 

朝倉かすみ 



 親子で読める 

新着えほん 

『のりもの』 

小賀野実 

  『昆虫』 

ファーブル昆虫館 

「虫の詩人の館」 

『海のいきもの』 

今泉 忠明／ 

鈴木 香里武 

『恐竜』 

群馬県立自然史 

博物館 

親子で遊べる知育ぶっくシリーズ 

 『動物』 

今泉忠明 

 

中高生向け図書 

『幽霊写真展』 

赤川次郎 

 『レテの汀』 

 雛倉さりえ 

『能面検事 

の挫折』 

中山七里 

『大阪ウェット 

ランド』 

服部倫 

『天神さまの 

花いちもんめ２』 

嗣人 

『ハンドレッド 

ノート』 

岡崎隼人 

『あなたが走ったこと

のないような坂道』 

有賀未来 

『謎の香りは 

パン屋から２』 

土屋うさぎ 

 

本紹介！ 

『杏のパリ細うで繁盛記』 杏 
今まで生きてきて、初めて自分のことが好きにな
れそうな気がする――。大好きな街で暮らす 9 年
ぶりのエッセイ集。ロサンゼルス、スペイン、パ
リ、フィンランドなど世界を巡る日々や、パリで
の DIY と新しい家族との暮らしを描く。仕事と子
育ての合間に「今」想うこと。 

 

超おすすめ！ 

『それ犯罪かもしれない図鑑』小島洋祐 

現役弁護士が監修。知らなかった？ 
それ、つかまるよ。親子で一緒に、
犯罪に詳しくなろう！ 

『たびたび』 

さくらももこ 

『ノラネコぐんだんこんにちは』 

工藤ノリコ 

 
 

あなたの本ではないですか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ノラネコぐんだんピザをやく』 

工藤ノリコ 
自分のかも…？と思った方はテオトルに

ご連絡お願いします！ 

テオトル：0235－64－8310 


